
○ 相手のことを尊重した挨拶や言

動ができる心を育みます。 

《例》 

 ・名前を呼んで挨拶をしよう。 

 ・ていねいな言葉をつかおう。 

 ・よいところを認め合おう。 

 

 

 

 

 

令和３年度のアクションプランと学校評価 

教頭 安田 陽子 

 先日行われた小・中・高合同運動会において、コロナ対策による様々な制約の中でも、本校の子供た

ちは主体的に考え、それまで身に付けた力を発揮し、心を一つにして友達との関わりの中で成長する姿

が見られました。さて、本校の重点目標である「主体的に考え、互いに伸びようとする子供の育成」の

達成に向け、今年度も三つのアクションプランを立て、日々の教育活動を進めていきます。このアクシ

ョンプランに対して、さらに具体的な学年目標を設定し、明確な手立てを用意しながら教育に当たりま

す。 

保護者や地域の皆様には、これらの視点からも子供たちの成長を見守っていただき、学校評価の機会

にご意見やご感想をお聞かせいただけましたら幸いです。今後も変わらぬご支援をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一人一人が気持ちよく生活できる環境をつくるために 

生徒指導主事 神谷 晃正  

「一人一人のよさを伸ばし、よりよい生活を送るための自己指導能力を身に付けた子供を育てる」

を本年度の生徒指導の重点目標とし、校内生活指導、児童理解・教育相談、校外班・交通安全指導、家

庭・地域との連携の４つの窓口から、生徒指導に取り組んでいます。 

「自己指導能力」とは、自ら考え、正しい判断と責任ある行動ができる能力のことをいいます。日

頃から、自己選択や自己決定の機会、互いのよさを認め合ったり改善点について振り返ったりする

機会を多く設定していきます。 

下校バスを待っている時間に、６年生が毎日順番に一日の活動を振り返り、全校のよかった姿を紹介し

ています。そこでは、「みんな学年関係なく遊んでいてよいと思います。」「先生に元気よく挨拶する人が

多いので、いろいろな人に挨拶しましょう。」など、互いのよさを認め合う姿が見られます。 

今後も、一人一人が気持ちよく生活できる環境をつくるために、互いのよさを認め合える人間関係づ

くりの場の充実に努めたいと思います。 
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○ 聴く態度を育て、考え、表現する

力を高めます。 

《例》 

・見たり聴いたりしたことを基に 

して自分なりの考えをもとう。 

 ・伝わるように最後まではっきりと

話そう。 

○ 運動や遊びが好きな子供、目当て

をもって取り組む子供を育てます。 

《例》 

 ・天気のよい日は、外で遊ぼう。 

 ・一輪車に乗れるようになろう。 

 ・自己ベストの記録を出そう。 

 

「学力の向上」 
 

話す力を育てる 
・自分の考えを最後まで 

周りの人に伝わる声で話す。 

        （達成度８０％） 

「豊かな心の育成」 
 

思いやりの心を育てる 
・だれとでも挨拶をかわす。   

（達成度８０％） 

アクションプラン 

 
 
 

体力の向上を図る 
・目当てをもって進んで運動する。 

         （達成度８０％） 

「たくましい体の育成」 
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